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第37巻

英作文におけるエラー傾向の分析と添削指導

増木啓二ホ

AMethodofImprovmg Students，E㎎1ishW㎡ting

   ＿ThroughAna1ysisofTheirCo㎜㎝Mis血kes

Ke埴MASUKI＊

ABSTRACT

  In order to improve students’Eng1ish writing，teachers give them assignments such as

w㎡ting a sho討essay，which c㎝help them1eam how to express themse1ves in their own

Eng1ish．However，students tend to have more di㎜cu1ty in essay writing than in textbook

exercises．Teachers，w㎞1echech皿gthe1ressays，Hndammberofco㎜o㎜1s胞kes．ln
this paper，the autbora的zes studen㎏I co㎜㎝mis吻kes㎝d suggests amethod of

improving their Eng1ish writing．

KeyWords＝Eng1ishw㎡ting，emrco㎜ent，co㎜o㎜is屹kes

1．はじめに

 英語教育においてrコミュニケーション」が撞調され

るようになって久しいが， 「聞く」 「話す」ことはもち

ろん，eメールの普及等によりr書く」力の強化も求め

られるようになってきている。しかし一方で，新入生達

の中に基本的な英語が出てこない者や首をかしげたくな

るような英語を書く者が増えてきている現実もある。中

学校段階での基本反復練習の不足が，特にr書く」こと

に影響しているのではないかと筆者は考える。本校では

近年3学年に2時間のr英作文」の授業を設けているが，

やはりここでも基本的な文法事項の復習や練習，慣用表

現や例文を覚えるといった演習は欠かせない。授業時間

内では，これに和文英訳等の問題演習を行うのが精一杯

といったところである。基礎の弱い学生が多い中では是

非おさえておくべきポイントでありやむを得ないところ

ではあるが，自分の考えや伝えたいことをr書く」カの

養成やコミュニケーションをする態度の養成のためには，

もっと「自分の英語」を考え書く機会を設けたいとも思

う。そこで，英作文を担当する教員はよく「自由英作文」

などの課題を出して，その機会とすることがある。筆者

も英作文を担当する隠そうしてきた一人である。

 筆者は， r自由英作文」を取り入れてゆくうちに，そ

の主旨や効果には肯定的な確信を持てたものの，その「効

率」についてはもう少し改良の余地があるのではないか

という思いも強くなっていった。そして，思案の末，作

文の添削にコンピュータを利用してみることにした。本

報告において筆者は，過去3年間の自由英作文添削指導

の概要と，その指導の中で得られた学生のエラー傾向の

データを紹介する。また，このデータの分析を元にして，

英語を「書く」力の伸張の一方策を提示する。

2003年4月9日受理
＊一般教養科（DePa血11entofubera1A血）

2． r自由英作文」によるライティング練習

 「自由英作文」という言い方でまとめたが，いくつか

のパターンを筆者は併用している。ある程度の語数だけ

を指定して（筆者の場合，100～200語程度とすることが

多い），話題・内容は学生にまかせるパターンや，話題

を指定するかまたは複数の話題から選ばせるパターン，

特定の表現や構文を使うという条件を与えて作文させる

パターン等である。

 教員にとってこの方法のよい点は，課題の形をとるの

で授業時間をほとんど使うことなく，しかも学生に英語

を使う練習をさせることができる点である。学生のほう

も，それまでの自分の語彙や文法の知識と辞書引きの労

力を駆使して自分の考えを英語にするという実践的な練

習の機会を得ることができる。学生は概して，和文英訳
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などの教科書練習問題の場合より積極的に取り組む。英

語に苦手意識を持つ学生が，話題によっては意欲的に作

文を考えてくる例はよく見受けられる。作文に教員が肯

定的なコメントを添えてやると，随分励みになる（NE

T＝外国人英語指導員による場合は，さらにその傾向が

強い）ようである由 「自由英作文」は，特に「積極的に

（書くことを通じての）コミュニケーションをはかろう

とする態度を育てる」ことに関しては大きな効果が得・ら

れる方法である。

 もちろんよいことばかりではない。作文提出を重ねる

鋤こ順調に進歩していると思われる学生もいれば，全く

といっていいほど進歩が見られない学生がいるのも事実

である。添削が不可能な場合もある。訂正が多くて意欲

を失ったように見える者もいる。同じような間違いを繰

り返す学生も少なくない。そのような学生は，添削され

た結果を見て，間違っていたという事実と正解（ないし

は例解）は分かっても，なぜ間違ったのか，自分がどう

いう点が弱いのか，どうすれば良い英文が書防るのか，

といったことまでは理解できていないのである。

3．添削指導の改良

 筆者は数年前，このような問題点をふまえて，それま

での添削指導を改良してみようと思い立った。学生に，

より正しくより良い英文を書けるようにすることに重点

を置くなら，正解（例解）を与える前に学生に考えさせ

たり気づかせたりするステップをはさむ必要が出てくる。

そのためには，添削と訂正を教員が一度にしてしまわず

に，間違っていたり不適切であったりする箇所を指摘す

るだけで一旦学生に返却し，自分で考え訂正させて再提

出させる，という方法が考えられる。実際，再提出をさ

せる添削指導の例の報告を聞くことがあって，筆者もこ

の方向での改良を考え始めた。

 しかし，このような改良にも問題点は予想された。2

段階を踏むことで教員の添削に要する労力は多大になる

（1段階でも相当なものである），かなりの数の学生が

間違いの指摘だけではどう訂正すればよいか分からず途

方にくれてしまう，などであった。

4．コンピュータの利用：r添削コメント」

 こうしたいくつかの問題点を少しでも解消する方法と

して，筆者はレポート用紙に替えてコンピュータを利用

することに思い至った。

 以下に，2000年度から3年間取り組んだコンピュータ

を利用した自由英作文添削指導の概要を紹介する。施設

としては，主に学内にあるコンピュータ教室一一CA I室・一

を使用した。なお，これはあくまで課題とそれに対する

添削なので，授業時間は使うが，通常の「授業」とは主

旨も展開形態も異なる点はご承知おきいただきたい。

 1）話題，語数，その他の条件等の提示（教員／教室）

 2）作文原稿作成（学生／家庭）

 3）唇稿打ち込季（学生／CA I室）

〈4）原稿スペルチェック（学生／CA I室）〉＾

 5）添削コメント付加（教員／研究室，等）

 6）原稿訂正（学生／CA I室）

＜7）訂正原稿再訂正（教員／研究室，等）＞榊

     ＊は2001年度のみ 榊は2002年度のみ

 紙の上での添削では，紙面の関係もあって，間違った

箇所に下線を引き正解を書き入れるということがほとん

どになる。間違いの理由を示すコメントを入れることも

少しはできるが，紙面が非常に見にくくなるので限界が

ある。コンピュータを利用することで，この点が大いに

改善された。

 5）の「添削コメント付加」の実際であるが，学生が打

ち込んだ英文原稿ファイルを教員がコピーし，1行ずつ

行をあけ，間違った箇所の下に「添削コメント」を入れ

てゆく，というものである。以下に例を示す。

I圧go1雌wIthmyfriends1astSmday
L些、些埜すべき11・1α副詞の前に前置詞1まヒ生一

 上例の英文の下の口31：過去形にすべき1などが，r添

削コメント」である。この添削コメントによって，学生

に自分の間違いがどのような種類のものなのかを知らせ

たり考えさせたりすることが可能になった。上例のよう

に正解がわかりやすいものについてはコメントのみを，

難しいと思われる場合には，エt30：別の前置詞に：→on l

のように，正解を提示するようにしている。

 添削コメントの左側のi31などのアルファベットと数

字は，各コメントの略号である。略号のうちアルファベ

ーツトは各コメントを分類するためのもので，主に文法項

目に基づいている。以下にその対応を示す。

「・綴り間違い高1嘉句）・麹の挿人言聡霜1

 c：語順に関する間違いd：代名詞，格変化

 e：冠詞，等 五名詞 g助動詞 h：動詞

 i：基本時制j：完了形 k1：進行形 b：受動態

 11：疑問文15：否定文m：不定詞 n：動名詞  ≡

 o：分詞 p1分詞構文q：形容詞 r副詞

 s1：感嘆文s5：比較 t前置詞 u：接続詞

 V：関係詞 W1仮定法X：間接野間文，話法

 y：特殊構文（否定，倒置，祈願，等） Z：句読法

 筆者は，自分のパソコンに全ての添削コメントをr単

語登録」して，略号を打ち込み変換するとそれぞれのコ

メントが呼び出せるようにしている。学生の英文の間違

いのパターンを判断した後，略号と各コメントの対応一
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覧表を参照しながら，コメントを入れてゆくのである。

これによって，紙の上での添削の場合ではやりにくかっ

た二1メント付加が効率よくできるようになった。なお，

添削コメントは，2000年度と後の2年では若干の変更が

ある。総数は2001年以降のリストで365ある。

5．学生の英作文におけるエラー傾向

 筆者が従来の「自由英作文添削指導」に，コンピュー

タを利用した添削を取り入れた最も大きな理由は，添削

指導をより有効かつ効率的なものにするためであったが，

同時に，学生のエラー傾向を把握することで授業での解

説や教材・練習問題をより適切なものするのに役立てら

れるのではないかという期待もあった。そして，3年間

添削指導を続けたところで，保存していたその記録を整

理してみた。方法は，先に紹介した添削コメントの略号

を基に，学生の自由英作文の間違いを分類してピックア

ップしその数を出す，というものであった。これによっ

て，それまでの添削指導で経験的に認識していた学生の

エラー傾向を，データとして確認することができた。

 以下の表1と表2で，そのデータの一部を紹介する。

データの対象は，2000年度の4クラス2テーマ（うち2

クラスは1テーマ）のべ6クラス分，作文数合計205；

2001年度の2クラス4テーマ（うち1クラスは3テー

マ）のべ7クラス分，作文数合計241；2002年度の3ク

ラス2テーマのべ6クラス分，作文数合計207；総合計

653紀の英作文である。

 表1には，頻度の高い添削コメントとその該当件数を

上位30番目まで示した。表2には，各コメントの件数

を分類項目別に合計して頻度順に並べたものを示した。

［表1］

oo年度 01年度 02年度 00－02年度
英文数計 英文数計  英文数計 英文数総計

205 241 207 個3

添 肖■1コ メ ン ト 間違い数 間違い数  間違い数 間違い数

1 ［b20：訂正：→1 435 53ユ 603 1569
…｛・・…

2 ［a1：綴り間違い1 262 292 178 732

1b30：別の表現にすべき1→1

…｛・・…

3 67 195 310 572
…÷・・…

4 ［e201定冠詞theが必要1 134 136 161 431

脚：過去形にすべき1
…｛・・…

5 且36 124 136 396
・・

?E・…

6 岬O：複数形にすべき1 82 152 125 359

1e1O：不定冠詞aが必要1

…｛・・…

7 90 129 107 326
…÷・・…

8 ［t1O前置詞が必要1 109 97 105 311

［b5：挿入：1
…｛・一

9 65 109 131 305
・…

?E・…

10 ［b1：削除1 86 102 108 296

［t30：別の前置詞に＝→1
’II一 oI’一I一

11 69 67 97 233
・・

o・・…

12 ［b且O：別の単語に：→1 104 59 12 175

［e30：a（不定冠詞）にすべき1
・・

o・・…

13 20 18 49 87
…÷・・…

14 ［f1O：単数形にすべき1 25 30 23 78

［c1：語1贋の間違い1

…｛・・… …1・・…

15 9 22 44 75
…÷・・…

16 ［i11：三人称単数現在の一（e）sl 21 35 19 75

［e50＝冠詞が不必要1
・・

宦E・…
・…

P・・…

17 16 21 31 68
…≒・・…

18 1z21：1語の単語ではない1 38 17 9 64

1場3：「夏休みに」は，dud㎎the㎝㎜6rvacahonl
…寺・・…

19 26
  …｝・…
X      28 63

…｛・・…

20 1Z11：文頭の単語は大文字で始める1 21 24 12 57

王t31：日，曜日の前置詞は，on1
…｛・・…

2ユ 9
   …1・・…
R0      13 52

■■■ ■ ■o■ ■． ■．
…÷・・…

22 エe40：the（定冠詞）にすべき1 21 7 23 51

エz12：文中の単語（固有名詞以外〕小文字で始める1
・・

宦E・…

23 14
  …一1・・…
Q5      10 49

・・
?E・…

24 1e80：代名詞所有格が必要1 12 16 18 46

1u1O：接続詞が必要1
…手…・・

25 13
  一1・・…
P9      14 46

…÷・・…

26 1i51：未来形にすべき1 23 6 14 43

｛r1O：副詞の前に前置詞はいらない1
…｛・・…

27 19 15 9 43
…寺・・…

28 1h61：㎞動詞が必要1 12 21 9 42

［h651主語が複数形なのでbe動詞はa祀（we肥）1

…寺・・…

29 1 22 15 38

■冴薗肴茗講在天文李そ薙あ罰…
・…

?E・…

30 12 16・ 9 37
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［表2コ

oo年度 01年度 02年度 00－02年度

英文数計 英文数計 英文数計 英文数総計

205 241 207 個3

分 類 項 目 間違い数 間違い数 間違い数 間違い数

1 b（10．1120，3q31，61）1単語・表現の選択，語法上の間違い 616 821 936 2373
…÷・・…

2 e：冠訊代名詞所有格 332 367 432 1131

a＝綴りに関する間違い
…｛・・…

@  293
…1・・…

3 272 178 743
…÷・…1

4 t：前置詞 230 230 275 735

b（12β，60』6エ70）：語（句）の挿入・削除

…寺・・… …1・・…

5 166 241 260 667
…÷・・…

6 d’eIfh’i’1’q1：単数・複数に関する間違い 145 265 196 606

i：基本時制

…｛・・… …1・・…

7 176 164 176 516
…÷・・…

8 Z：句読法 145 85 63 293

h：動詞
・・…

宦E・… …1・・…

9 53 66 45 164
…÷・・…

10 f1名詞（単数・複数に関するものを除く） 24 31 31 86

C：語順に関する間違い（副詞等を除く）

…｛・・…

@  24
…1・・…

11 16 45 85
…÷・・…

12 k5：受動態 25 32 20 77

r：副詞
・・…

o・・…

@   25
…手・…

13 31 13 69
・…

?E・…

14 j：完了形 23 23 22 68

u：接続詞
・・…

宦E・…

@   27
…手・…

15 20 21 68
・・…

?E・…

16 k1：進行形 16 24 25 65

q：形容詞
・・…

宦E・…

@   24
・… 吹E…

17 11 20 55
…÷・・…

18 s5：比較 11 8 12 31

m：不定詞
…｛・・…

@  14
・・… ｩ…

19 6 6 26
…÷・・…

20 d：代名詞，格変化 4 12 5 21

n：動名詞

…寺・・…

@  15
…1・一

21 O 6 21
・・…

o・・…

22 V：関係詞 4 7 1O 21

O：分詞
一｛…・・

@   11
…手・…

23 2 7 20
…÷・・…

24 g：助動詞 4 6 2 12

15：否定文

…｛・・…
・・

吹E…

25 1 7 0 8
…｛・・…

26 W：仮定法 2 3 1 6

11：疑問文

…｛・・…

@  4
…手・…

27 1 O 5
…÷・・…

28 S1：感嘆文 0 O 2 2

X：間接野間文，話法

…寺・・…

@  O
・・

吹E…

29 1 0 1

・・… ?E…1

30 p：分詞構文 0 O O 0

31 一丁蒋環轟支…ζ蕃是∴倒置二一毛菱墨∴薪顧∴劉… o
・・…

?E・…

@   0
…1・・…

O O

6．エラー傾向の分析・考察

 表1にあるように，最も多く使用された添削コメント

は， 「訂正」である。この「訂正」と3番目の「別の表

現に」，12番目のr別の単語に」等分類項目bのコメン

トが，数多く上位に見られる。項目別に合計した数値を

示した表2においても，この項目bが，2番目の項目e

の2倍以上で断然のトップである。複合的な間違いや簡

単に説明しにくい間違いを「訂正」や「別の表現に」に

まとめることが多かったことを割り引いても，文法用語

で説明できる間違い（d～y）よりも，項目bのような

語句，表現の選択等に関する間違いの方がずっと多いこ

とが明らかになった。

 表2の2番目は， 「冠詞」に関する間違いである。冠

詞の要不要，aかtheか，これはある程度の文法知識の

ある者にとっても難しいところであるので，多数の間違

いがあるとは予想していたが，冠詞が文法項目の中では

1番間違いが多い項目，という集計結果となった。内容

を見ると，迷った上での間違いと思われる例から，全く

冠詞に対する意識がないことからの間違いと思われる例

まで，幅広くあった。文法を学習する際にはそれほど多

くの時間が割かれることのない項目であるが，特に自由

英作文に取り組ませる際には，よりつっこんだ説明と練

習が必要であると痛感させられた。

 これに続くのがスペルミスである。非常に初歩的なミ

スであるが，いっこうに数が減らない。2002年度の数値

が他の前2年より減っているのは，この年だけワープロ

ソフトに付属のスペルチェックの機能を使ってもよい，

としたためであると一思われる。

 4番目で文法項目としては2番目に出てくるのが，「前
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置詞」に関する間違いである。日本語の助詞と対応する

ところがあるが，そのために前置詞の選択の判断を誤っ

たと思われる例を多く見かけた。また，基本的な前置詞

の区別ができていない例も多い。前置詞の項目には入れ

ていないが，他動詞・自動詞に関連した前置詞の要不要

の間違い，副詞に前置詞をつける間違い（r！O：表1－27

番目）もかなりの数に昇っている。

 6番目にr単数・複数に関する間違い」が入っている。

これは，当初は分類項目としてはあげていなかったが，

添削を続けてゆくうち，名詞・形容詞・動詞等複数の項

目に渡って，広くこれに関連する間違いが見られたため，

データ集計の際1つの分類項目にしてみたところ，この

ような結果となった。これは，日本語ではほとんど区別

されないものであるため，意識が低く間違いやすいので

はないかと筆者は推測している。

 7番目はr基本時制」である。特に，過去形にすべき

ところを現在形や原形にしている例が多く見られる

（i31：表1－5番目）。これは，日本語では過去形と現

在形を一段落中に混在させるようなことがありうること

の影響もあるのではないかと推測する。また，未来形に

すべきところをできていない例（i51：表1－26）も多く，

時制も意識が低く間違えやすい項目であることがうかが

える。他に，筆者の予想よりは低い数値であったが，三

人称単数現在の一（e）sの間違い（i11：表正一16）は，逆

に三人称単数現在でないのに一（e）Sをつけてしまう例と

合わせて，やはり相当数にのぼっている。

 8番目の「句読法」は，分類項目としては「句読法」

としたが，文章を書く上でのルールに関する間違い全般

を広くこの中に分類した。このうち主なものは，1語の

単語ではない（具体的には研e町dayを研erydayとする

などの間違い；n1＝表1－18），文頭の単語を大文字で

始める（z11：表1－20），文中の単語を大文字始める

（z12：表1－23）などであった。その他では，単語とカ

ンマ，ピリオドの間にスペースを入れてしまうなど，タ

イピング上のルールに関する無知と言ってもいいものが

見られた。なお，2001年度以降は作文人カ欄の上に句読

法に関する注意を入れておくようにしたために，2㎝年

度に比べると間違い数は減っている。

 9番目r動詞」に関する間違いは，時制，単数・複数

に関わるものを含めなかっため，相対的に数が少なくな

っている。その中では，動詞の要不要，自動詞・他動詞

の用法に関する間違いが多い。

 ユO番目の「名詞」でも，単数・複数に関わるものを除

くと，固有名詞は大文字で始める（棚：表1－30）など，

語形に関するものがほとんどである。

 11番目に， r語順に関する間違い」が来ている。こ

れは筆者が注目していた分類項目であった。データを見

た実感としては，予想していたほどの数値ではなかった

が，他の文法項目に分類したものや「訂正」項目に含め

た複合的な間違いの中にも，語順に関わる間違いは相当

数見られた。綴り間違いや句読法の間違いのような小さ

なミスとは違う，重大な間違いだけに，深刻な問題であ

るととらえている。

 続く12番目，14番目，16番目にr受動態」r完了形」

「進行形」といった動詞の活用に関連した項目が並ぶ。

これらの項目は文法の演習などを通じて比較的多く練習

してきたところである。その意味では他の文法項目より

間違いの頻度は低く，練習の成果はあがっていると言え

よう。しかし，反面，文法練習問題をしている時には間

違わないようなことを実際の英作文の場面では間違って

しまっている例も少なくないように感じられる。受動態

のbe動詞を落としてしまう（添削コメントの頻度順で41

番目）， 「行ったことがある」の意味の現在完了形

have（has）beenが書けない（同47番目），進行形にしな

い動詞に対してやそうすべきでない場面で進行形を用い

てしまっている（同31番目），などがその例である。

 表2に戻り，13番目はr副詞」である。この項目で最

も頻度の高い間違いは，副詞の前に前置詞を入れてしま

うもの（具体的にはgo値there，◎ometohomeなど；r1O：

表1－27）であった。続いて，形容詞との使い方の混同，

使う位置の聞違いなどがあがっている。

 15番目「接続詞」の項目では，接続詞を介さずに節と

節を結びつけてしまう間違いが目立った（u10：表1－

25）。他に，接続詞の後にもかかわらず主語一動詞を欠

いている間違いなどがあった。

 17番目「形容詞」で最も多い間違いは，名詞との用法

の混同であった（I W㎎鈷e蚊．のような間違い：コメン

ト頻度順51番目）。同様に，副詞との用法の混同の例

も少なくない（We fe1t happi1y．など：同64番目）。こ

のように，名詞・形容詞・一副詞等における品詞とその使

い方の違いが理解できていない例は目立ち，気がかりな

点でもある。これとは別に，現在分詞型と過去分詞型の

形容詞の用法の混同もよく見られる（intereStingと

㎞terestedの混同などの間違い：同59番目）。

 以下，ユ8番目の「比較」から， 「不定詞」などの準動

詞， 「代名詞」， 「関係詞」， 「助動詞」， 「否定文」

が続いている。さらに下位にはr仮定法」，r疑問文」，

r感嘆文」， r話法」などがあるが，どの項目も間違い

の合計が2桁にも達していない。最下位のr分詞構文」

と「特殊構文」に至っては3年間でユ作も登場していな

い。これらは，文法学習においては，比較的詳しく説明

がなされ問題練習の量も多い項目であるが，間違いの数

は冠詞や前置詞に比べると多くはない。もちろん，項目

によって使われうる場面の数が違うのであるから，単純
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な比較はできない。否定文，疑問文などについては，使

われる頻度は割合高いが間違いは少ないので，それまで

の学習・練習が身にづいていると肯定的に解釈できよう。

また，準動詞，代名詞，開係詞，助動詞といった項目も

（筆者の主観的な観測であるが），ある程度使用されて

いてしかも間違いの割合はそれほど大きくないので，こ

れも学習の成果があがっていると言えよう。しかし，仮

定法，話法，分詞構文などに関しては，学習の成果で間

違いが少なかったというよりは，単に作文に用いなかっ

たと言うほうが正しい。これによって，仮定法や話法は

教える必要がないとしてしまうのは早計であろうが，ラ

イティング指導に限って言えば，解説や問題練習の重点

の置き方を再検討する必要があると感じさせられた。

7．添削コメントおよび添削指導の改良

 以上が，3年間の自由英作文添削指導の概要と学生の

エラー傾向のデータ，そしてその分析である。筆者は，

これらをふまえて，今後，添削コメントおよび添削指導

を改良してみようと考えている。

 添削コメント改良のポイントは，文法項目や品詞別の

分類を中心とした現在の分類法の一部見直し，頻度の低

い二！メント（総数365のうち1度も用いられなかったコ

メントの数は165にのぼった）の整理・統合，逆にr訂

正」など頻度の高いコメントをもう少し細かい添削コメ

ントに分ける，などである。

 添削指導法については，添削コメントを入れるだけで

はなく，その間違いの過去の例と正解を参照できるよう

にしたいと思っている。また，現在のコンピュータ上の

添削・言下正は，学生にとって使い勝手の悪いところもい

くつかあるので，この点も改善したい。

 以上の主に技術的な面での改良以外に，添削一一訂正の

過程の提示の仕方に変化を持たせるなどの，指導法の改

良も考えられる。これまでは，個人個人に対する添削指

導がほとんどであったが，ある学生の作文を題材にモニ

ター上に添削と訂正の様子を全体に提示する，ペアやグ

ループで互いに訂正させる，などの方法もrエラー傾向」

を意識させるという点で有効な手段と思われるので，取

り入れてみたい。

欠かすことができないと思っている。要は，練習のため

の練習で終わらないよう，練習と応用を組み合わせれば

よいのであり，基本反復練習がないと自由英作文等の応

用練習は生きてこないと考える。

 もう少し具体的な話に戻り，筆者が考えるライチィン

グカの養成・向上の一つのモデルを提示してみたい。な

お，これは，一般的な1学年で文法を2学年で英作文を

学習するというケース（本校の平成15年度以降のカリ

キュラムg壁合と回一じユを想定している。

  1）基本的文法の理解・反復練習         1

  文法の授業では，昔ながらの文法学習形態で基本≡
的には問題なへただしライティングを意識して，1

文を作る際の基礎にあたる動詞一時制や主語一動詞一目≡

票鵜鮮幾構機瀬婁携1
練習させる。        1

 2）ライティングに関わる文法事項の重点的な復習

 英作文の授業では・文法事項の復習も必ず出てく1

るが，1年次と同じような繰り返しにならないよう，1

実際の英作文で間違いやすい，冠詞や前置詞の選択，1

時制の選び方，単数・複数などに重点を置く。これ」

らについては，詳しい説明と問題演習を行う。

・）教科書の和文英訳等の問題演習  1

 教科書の和文英訳などの問題演習が授業のメインi

1であることに変わりはなへしかし，一般に問題量：
1はかなり多い帆取捨選択をする。沈日本語1

の発想による不自然な英語や間違った英語を作らせ1

ないよう，学生の注意を喚起する。        1

1 4）「表現」に関わる例文を覚える・使う     ；

1様々な場面で用いられる表現を含んだ例文を覚えl

lさせる胤その表現を含む英文を作らせる。」

15）自由英作文     ≡
11裏葦燃猟㌃；簑孟二逆
1ては・個人個人に添削指導をする・全員を前にモテ1

ル添削をする，等，必ずフィードバックを行う。

≡6）発表活動

 英語の新聞を作る，英語によるプレゼンテージョ≡

1ンを行う・などの活動を通じて・英語を書く応用線1

≡習をさせる。                ≡

8．ライチィングカ向上の方策

9．おわりに
 筆者は，自由英作文添削指導がライチィングカ向上の

一つの方策になると確信している。しかし，これだけで

ライチィングカの全てが養成されるとはもちろん考えて

いない。むしろ，始めに述べたように，基本的な文法の

理解，反復練習，表現・例文を覚える，といったことは

 今回，自由糞作文指導を通して得られたデータを整理

する中で，筆者は，いくつかの意外な発見もした。方策

とともに，このデータも何かヒントになるところがあれ

ば幸いである。

一84二


